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エ チ オ ヒ ア の有機栽培 コ ー ヒ ー

児 玉 由 佳

2004年12月 ， 筆者は， エチオ ビア の コ ー ヒ ーを取 り

扱っ ている食料関係の専門商社A社を訪問 した。 訪問

の 目 的は， 最近スーパー ・ マーケ ッ ト 等でよ く 見かけ

る エ チ オ ヒoア産の有機栽培 コ ー ヒ ーの現状を伺 う た

めであ る。 A社は， エチオ ピアの コ ー ヒ ーを40年以上

取 り 扱 ってお り ， 日 本の大手 ロ ー ス タ ー等へコ ー ヒ ー

を提供 し て いる。

以下は， 聞 き 取 り の内容を， 筆者が剛腕 してま と

めた も のである。

-エチオピア ・ コーヒーの買い付けについて

エチオ ピアの コ ー ヒ ーの中では， シ ダモの コ ー ヒ ー

が特に 日 本人に好まれて いる。 これは， 気候や土壌が

関係 している か ら だ と 考え られる。 また， いわゆ るモ

カ ・ プ レーバーが 日 本では評価される ため， 水洗式の

も の よ り も ， 天 日 乾燥 された ものの方が 日 本の市場に

は合 う 。 ただ し， ヨ ー ロ ッ パでは水洗式の ものが好ま

れている。

コ ー ヒ ー を買い付ける場合には， 二通 り の経路があ

る。 一つは， ヨ ー ロ ッ パに本拠地をお く 大手 コ ー ヒ ー

商社か ら， ブラ ン ド ・ 品質を問わず大量に買い付け る

ルー ト であ り ， も う 一つは， 生産国か ら直接買い付け

るルー ト である。 前者は， エチオ ピア に限らず多 く の

生産国 と 取引 を し て い る 尚.社か ら 質 い付 け る ため取

り 扱し 、量が多 く ， 現地か ら 直接買 し 、付け る場合 よ り も

安価な場合が多い。 一方後者は， ブラ ン ドや品質を重

視する 場合のルー ト であ り ， エチオ ピアのモカ ・ コ ー

ヒ ーに関 して は， 現地か ら の直接購入は比較的多い。

ただ し 現地か ら の直接購入の場合でも， エチオ ピア

の品質評価の グ レー ドだけ では こ ち ら の望んでい る

品質かど う かは確実ではないので， 新規参入 し て き た

業者 よ り も ， 歴史があ り 信頼でき る 輸出業者 と の取引

を重視せざる を えない。

なお， A社がエチオ ヒ。アの有機 コ ー ヒ ー を取 り 扱 う

よ う になっ たのは， エチオ ピアの コ ー ヒ ーに有機の認

証を獲得 している も の が あ る こ と に着 目 し， A社が 日

本の大手 ロ ー ス タ ー に販売を提案 し た こ と が き っ か

けであ る。

-エチオピアの有機栽培コーヒー

こ こ 数年の コ ー ヒ ーの国際価格の低迷は， 外貨の半

分以上を コ ー ヒ ー に依存する エ チ オ ピア に と っ て も

大 き な問題であ る。 こ の よ う な状況を改善するために

注 目 されたのが， 有機栽培 コ ー ヒ ーであ る。 エチオ ピ

アでは， 肥料や殺虫剤は輸入に頼っ ている ため高価で

あ り ， 食用 ではない コ ー ヒ ーにはほ と ん ど使われてい

ない。 そのため有機の認証を取れ さ えすれば， 農民に

大 き な負担 も な く 「有機栽培 コ ー ヒ ー」 を栽培でき る

と い う 目 算が， 政府側にあ っ た と いえ よ う 。 エチオ ピ

ア政府は， 有機樹音を軌道に乗せる ために， これまで

の コ ー ヒ 一生産 ・ 流通 と は異な る政策 を採用 し ている。

まず， 特徴的なのは， 有機栽培コ ー ヒ ーが協同組合

を通 し て販売 さ れている こ と であ る。 小肢が 中心で‘あ

る コ ー ヒ 一生産で， 国際的に認め られている認証を各

自 で獲得する には資金的に も 知識的 に も 限界がある。

そ こ で， 有機の認証獲得のために， 協同組合がその手
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有機コー ヒーの流通経路
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通常のコー ヒーの流通経路

有機認証取得工
場 で コ ー ヒ ー

水洗加 工

ア デ ィ ス ・ ア ベ パ の
政府系 工場 の 有機認
証 ラ イ ン を 使 用 し

て ， 最終の プ ロ セ ッ
シ ン グ
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続き を肩代わ り する のであ る。 現在， エチオ ヒ。ア の有

機樹音 コ ー ヒ ーは， 日 本で も 通用する ドイ ツの有機の

認証を獲得 している。

も う 一つの特徴は， 有機栽培コ ー ヒ ーは， 輸出用 コ

ー ヒ ー はすべて経由 し な ければな ら ないオー ク シ ョ

ンを通 さ ずに輸出でき る こ と であ る。 これは， 協同組

合活動の促進の意図 も あ る。 コ ー ヒ ー ・ 紅茶局(CTA)

の話に よ る と ， 流通の段階で仲買人にマー ジンを取 ら

れる こ と がないよ う に， 協同組合が輸出 ま で扱える よ

う してい る と い う こ と であ る。

なお， 最終商品の段階ま で有機の認証を保持する た

めには， 各加工 ・ 流通段階も 有機の認証を確保する必

要が あ る。 したがって， 流通経路は，

① 有機栽培の認証を もっ畑での適切な和音

② 組合経営 の有機の認、証を持っ た水洗加 工工場

(一番外側の皮を剥がすための加工)

③ アデ ィ ス ・ アベパの政府系 コ ー ヒ ー加工工場の

有機認証獲得 ラ イ ンで、の最終加工 (パーチ メ ン ト を

剥がす作業)

④ 輸出

と い う 経過をた ど る (図参照) 。 ただ し， 各個別の協

同組合(c∞perative)が関与するのは②の段階ま でで，

その後の段階は， 一定の地域を取 り ま と めている協同

組合連合(∞operative union}が担当する。
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協同組合連合が輸出 も 行な う が， 輸出業務に関する

知識や経験が不足 している ため， ボ ラ ン タ リ ー ・ ベー

スで現地輸出商社が橋渡 し を し て い る ケース も あ る 。

なお， 農民は， 強制的に協同組合を通 し て コ ー ヒ ー

を売 らなければな ら ない と い う わけではない。 地元商

人に売 る か， 協同組合を通 して売る かは， 農民た ちの

選択である。

ただ し， 有機栽培 コ ー ヒ ーの価格は， 通常の コ ー ヒ

ー よ り も 高めに設定 さ れてお り ， 農民には魅力的であ

る と い え よ う 。 国際価格の変動に対 し て も ， 緩やかに

しか連動 し てお らず， 比較的安定 し た価格推移をみせ

ている。

4・ 日 本 と 有機栽培コ ー ヒ ー

日 本において， 今後 も さ ら に有機栽培 コ ー ヒ ーの需

要が伸びてい く か ど う かは未知数であ る。 も し かする

と ， 有機コ ー ヒ ー市場はすでに成熟 し た と い う こ と が

でき る か も しれない。 なぜな ら ば， コ ー ヒ ーにまず第

一に求め られる のは味であ り ， 健康への安全は， その

あ と に く る も のだか ら であ る。 r有機栽培J であ る と

し 、 う こ と は， 味の保証には直結 しない。 有機栽培は，

一つの選択肢 と し て 定着 し た と い え る か も しれない

が， 大き な シェ ア を 占 め る アイ テ ム と な る のは難 し い

であろ う 。

(聞き取 り : こ だま ・ ゆか/ア ジア経済研究所)


